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富 

塚 

陽 

子

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

心 

の 

う 

る 

お 

い

　
日
本
の
幼
児
教
育
の
発
展
に
尽
く
し
た
倉

橋
惣
三
の
言
葉
に
「
心
の
う
る
お
い
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　「
柔
ら
か
い
子
ど
も
の
心
を
友
と
す
る
我

ら
に
と
り
て
、
絶
え
ず
心
の
う
る
お
い
が
な

く
て
は
な
ら
ぬ
。
か
わ
い
た
、
か
れ
た
、
か

さ
か
さ
し
た
心
は
、
子

ど
も
の
相
手
と
な
る
に

適
当
な
も
の
で
は
な

い
」
。

　
こ
の
言
葉
に
触
れ
る

た
び
、
自
分
の
心
は
う

る
お
っ
て
い
る
の
か
、

ど
ん
な
時
う
る
お
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
だ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
思
い
浮
か
ん
だ

こ
と
、
そ
れ
は
子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
時

間
、
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
時
間
な

の
で
す
。
子
ど
も
と
い
る
と
、
そ
れ
だ
け
で

た
く
さ
ん
の
元
気
が
も
ら
え
ま
す
。
嬉
し
い

こ
と
、
楽
し
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。
毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
が
幼
稚
園
に
登
園
す
る

と
、
そ
の
と
た
ん
に
全
て
を
忘
れ
、
自
分
の
心
が

笑
顔
に
な
り
ま
す
。
今
日
は
ど
ん
な
一
日
に
な

る
の
だ
ろ
う
、
と
楽
し
み
に
で
き
ま
す
。
私
の
心

は
子
ど
も
に
よ
っ
て
う
る
お
わ
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
長
い
夏
休
み
を
終
え
、
久
し
ぶ
り
の

幼
稚
園
。「
先
生
、
会
い
た
か
っ
た

よ
。
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時

は
、
こ
の
仕
事
の
遣
り
甲
斐
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
、

そ
う
思
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を

愛
お
し
く
感
じ
、
大
切
に
思
え
る

の
で
す
。
ま
た
、
私
は
子
ど
も
に
よ
っ
て
育
て
ら

れ
、
子
ど
も
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。
学
び
続
け
る
、
心
う
る
お
う
よ
り
良
い
保
育

者
を
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
、
幸
せ
な
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　（
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園
教
諭
）
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２８（日）聖霊降臨後第２０主日
主教巡回　聖オルバン教会
城南Ｇ教会協議会
　　　　　　　　（聖パウロ）
多摩Ｇ教会協議会

　　　（八王子復活）
環状Ｇ教会協議会

　　　（聖マルチン）
下町Ｇ研修会（神田）

２９（月）信仰と生活委員会
３０（火）人権委員会：日の丸・君が代
１０月
　１（水）教区企画室

芝公園～特別委員会
　３（金）広報ＨＰ小委員会

エ教区：アンマン会議
　 報告会（教区会館）

　４（土）主教巡回
　 　聖フランシス・聖エリザ

ベ ス礼拝堂（全生園）
　５（日）聖霊降臨後第２１主日

主教巡回
　神田キリスト教会

　６（月） 人権委員会（聖バルナバ）
　７（火） 月島～特別委員会

エ教区協働委員会
ＩＴ～特別委員会

　９（木） 財政委員会
１０（金） 広報委員会

◇
９
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
わ
か
ち
あ
い
募
金
の
た
め
▽
山
谷

兄
弟
の
家
伝
道
所
ま
り
や
食
堂
の
働

き
の
た
め
▽
タ
イ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

及
び
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
者
支
援
の
た
め

▽
心
臓
病
児
保
育
活
動
の
た
め

◇
10
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食
活
動

の
た
め
▽
月
島
聖
ル
カ
保
育
園
の
た
め

▽
こ
ど
も
の
た
め
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
の

働
き
の
た
め
▽
教
役
者
緊
急
援
助
資
金

の
た
め
（
10
月
第
３
主
日
10
・
19
）
▽

社
会
事
業
の
日（
10
・
26
）

◇
堅
信
受
領

９
月
21
日
　
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

▽
小
林
廣
司
（
聖
ヨ
ハ
ネ
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

９
月
16
日
　
柏
木
美
代
子
（
72
）

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

　
▽
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
オ
ル

今週・来週 の 予 定

９月２８日～１０月１１日
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
＆
夕
の
祈
り
　
10

月
１
日
（
水
）
18
時
半
、
19
時
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
。演
奏
者
は
吉
田
愛
。入
場

無
料
（
会
場
献
金
）
。

　
▽
東
京
聖
三
一
教
会
で
蔚
山
ツ

ア
ー
　
長
年
、
姉
妹
関
係
を
も
っ
て

き
た
大
韓
聖
公
会
釜
山
教
区
蔚
山
聖

バ
ル
ナ
バ
教
会
の
、
創
立
30
周
年
記

念
礼
拝
（
10
月
12
日･

日
）
に
参
加
す

る
ツ
ア
ー
で
、11
日
～
15
日
の
４
泊

５
日
、蔚
山
の
ほ
か
慶
州
や
ソ
ウ
ル

も
巡
る
10
数
人
の
旅
。

◇
秋
の
バ
ザ
ー
情
報
２
（
10
月
）

12
日
＝
真
光
（
11
時
～
14
時
）
・
聖

ア
グ
ネ
ス
（
10
時
～
14
時
）

19
日
＝
聖
ア
ン
デ
レ（
11
時
半
～
15

時
）
・
聖
テ
モ
テ
（
11
時
半
～
14
時

半
）
・
諸
聖
徒
（
12
時
～
15
時
）

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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正
義
と
平
和
協
議
会
運
営

委
員
会
報
告
　
　
　
　（
９
月
16
日
）

＊
聖
公
会
平
和
ネ
ッ
ト
の
全
国
大
会

（
10
月
・
京
都
）
、
日
の
丸
・
君
が
代

強
制
問
題
等
の
諸
報
告
。

＊
２
０
０
９
年
度
予
算
に
『
資
料

集
』の
出
版
を
組
込
む
こ
と
を
協
議
。

＊
『
正
義
と
平
和
便
り
』
は
秋
の
教

区
会
を
め
ど
に
発
行（
横
書
き
８
頁

建
）
を
企
画
。

＊
協
議
会
新
規
加
入
者
が
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
へ
参
加
し
や
す
い
よ
う
申

込
書
を
改
善
す
る
こ
と
を
協
議
。

＊
教
区
Ｈ
Ｐ
か
ら
関
連
団
体
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
簡
素
化
、お
よ
び
教
区
内

諸
催
事
の
開
催
日
程
重
複
回
避
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
。

＊
そ
の
他
。

　
　
　

　
▽
聖
公
会
神
学
院
寮
祭
　
学
生
会

主
催
で
10
月
11
日
（
土
）
11
時
～
16

時
。
中
庭
・
中
教
室
・
礼
拝
堂
な
ど

を
使
用
し
て
楽
器
演
奏
、
昼
食
・
物

品
シ
ョ
ッ
プ
、
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー
、

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
そ
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
（
13
時
）
、
歌
に
よ
る
夕
の

礼
拝
（
15
時
）
…
と
一
日
楽
し
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
物
品
シ
ョ
ッ
プ
へ
の

出
店
申
込
み
は
本
日
28
日
中
に
メ
ー

ル
で
。
ア
ド
レ
ス
はg

a
k
u
s
e
i
k
a
i

@
c
t
c
.
a
c
.
j
p

。

　
▽
カ
パ
テ
ィ
ラ
ン
20
周
年
感
謝

礼
拝
　
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
こ

と
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
や
そ
の
家
族

を
支
援
し
て
き
て
い
る
「
カ
パ

テ
ィ
ラ
ン
」
は
創
立
20
周
年
を
迎

え
て
、
10
月
11
日
（
土
）
14
時
、

聖
ア
ン
デ
レ
教
会
お
よ
び
同
ホ
ー

ル
で
記
念
式
典
を
行
な
う
。

　
▽
牛
込
聖
公
会
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
　
創
立
１

３
０
周
年
記
念
催
事
の
一
環
と
な
る

第
２
回
目
。
10
月
４
日
（
土
）
19

時
、
演
奏
者
は
ジ
ャ
ン=

フ
ィ
リ
ッ

プ
・
メ
ル
カ
―
ル
ト
。
入
場
料
３
千

円
。
チ
ケ
ッ
ト
申
込
み
・
照
会
の
電

話
＝
03
（
３
２
６
８
）
８
０
６
７
。

　
◇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
速
報
　
９
月
23

日
秋
分
の
日
、立
教
女
学
院
で
教
区
大

礼
拝
・
祭
典
が
行
わ
れ
、
教
役
者
・
信

徒
・
こ
ど
も
・
近
隣
の
人
な
ど
約
千
２

百
人
が
参
加
し
た（
次
号
で
続
報
）。捧

げ
ら
れ
た
信
施
金
は
約
67
万
８
千
円
、

献
米
は
約
１
２
４
キ
ロ
で
、そ
れ
ぞ
れ

指
定
の
働
き
や
施
設
へ
。
出
店
54
団

体
、
出
展
・
展
示
も
多
数
。
３
分
間
音

楽
祭
に
は
22
教
会
・
グ
ル
ー
プ
が
参
加

し
、教
役
者
た
ち
は
合
唱
や
パ
ホ
ー
マ

ン
ス
で
盛
り
上
げ
て
い
た
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
85

　
全
国
青
年
大
会
に
参
加
し
て

　
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
と
い

う
言
葉
を
、
私
は
、
今
回
の
全
国
青

年
大
会
に
行
っ
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
大
会
は
８
月
20
日
～

23
日
、
沖
縄
で
行
わ
れ
、「
そ
こ
に

キ
リ
ス
ト
は
共
に
い
る
」
が
テ
ー

マ
だ
っ
た
。

　
私
は
現
在
、
明
治
学
院
大
学
国
際

学
部
に
在
学
し
て
お
り
、
日
々
、
戦

争
・
環
境
・
金
銭
的
で
な
い
豊
か
な

人
生
な
ど
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
沖

縄
の
基
地
移
転
問
題
も
ニ
ュ
ー
ス
や

本
で
知
識
と
し
て
は
得
て
い
た
。
正

直
な
気
持
ち
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く

と
、
全
国
青
年
大
会
に
行
く
ま
で
、

私
は
沖
縄
の
人
々
が
行
っ
て
い
る
基

地
移
転
反
対
運
動
に
対
し
て
、
素
直

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
鑓
水
聖
ケ
ネ
ス
礼
拝
堂

　
八
王
子
市
鑓
水(

や
り
み
ず)

１
９

３
８
に
あ
り
、
多
摩
美
術
大
学
の
東

隣
り
、
故
ケ
ネ
ス
細
入
藤
太
郎
立
教

大
学
教
授
を
記
念
し
、
細
入
家
別
荘

地
に
あ
る
私
的
な
教
会
（
礼
拝
堂
）

で
す
。
約
30
人
収
容
の
建
物
で
、
教

授
の
書
斎
を
集
会
室
と
し
て
い
ま

す
。
八
王
子
復
活
教
会
の
分
教
会
で

す
。01
年
か
ら
教
授
の
教
え
子
今
井

烝
治
司
祭
（
八
王
子
地
区
ミ
ッ
シ
ョ

ナ
ー
）
司
式
で
毎
月
第
２
・
第
４
の

主
日
10
時
半
か
ら
聖
餐
式
が
あ
り
ま

す
。
京
王
相
模
原
線
南
大
沢
駅
ま
た

は
橋
本
駅
（
JR
橋
本
駅
）
か
ら
バ
ス

で
多
摩
美
大
停
留
所
か
ら
す
ぐ
で

す
。
今
、
教
会
で
は
、
東
京
教
区
へ

の
教
会
堂
寄
贈
問
題
が
進
展
せ
ず

困
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　  

　

に
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
全
国
で
失
業
率
が
高
い
沖
縄
に

お
い
て
雇
用
の
一
端
を
担
っ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
平
和
の
礎
や
ガ
マ
へ
行
き
、
頭
で

は
戦
争
を
否
定
す
る
概
念
を
理
解
で

き
て
も
心
か
ら
そ
う
思
う
こ
と
が
で

き
ず
に
い
た
が
、
辺
野
古
で
の
米
軍

基
地
反
対
運
動
に
携
わ
っ
て
い
る
オ

ジ
ー
の
話
を
聞
き
、
私
の
中
で
の
意

識
が
変
わ
っ
た
。
私
達
と
共
に
礼
拝

を
行
え
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
、
辺
野
古
の
自
然
を
愛
す
る
気
持

ち
が
私
の
心
に
響
い
た
。

　
私
は
、
全
国
青
年
大
会
で
心
が
発

端
と
な
る
行
動
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
　
　
　
　

和
田
　
岳

　（
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
）

　（
諌
山
禎
一
郎
）


